
る
も
の
で
あ
る
。
故
花
、
「
『
議
』
は
寓
物
の
理
を
支
配
す
る
も
の
で
る
る
。
」

と
O
i
-
-
-
o

「
選
」
は
、
相
犯
す
と
と
の
友
い
寓
物
の
野
一
を
支
配
し
て
、
寓
物

と
共
に
務
化
す
る
が
故
に
、
一
定
の
も
の
で
は
た
い
。
:
:
:
。
聖
人
は
ー
と
の

「
滋
」
に
刻
。
て
、
制
度
文
物
を
作
る
。
(
韓
非
子
解
老
)

「
滋
」
の
愛
情
は
、
定
制
た
く
、
常
形
た
く
、
柔
弱
で
「
持
い
に
従
い
、
鰍
鈍
化

す
る
寓
物
の
理
と
相
熔
ヂ
る
も
の
で
あ
る
。
(
同
右
)

「
惑
」
は
、
:
・
;
¥
「
自
然
」
に
従
い
、
一
定
不
畿
で
た
く
、
一
i

時
」
と
宜
し

く
す
る
。
(
同
右
揚
縫
}

の
如
く
、
高
物
ハ
又
は
、
寓
物
の
理
〉
を
統
現
す
る
と
と
る
の
「
道
」
は
も
「
時
」

と
共
に
務
化
し
、
設
一
人
は
、
と
れ
に
m
m
O
て
、
文
章
@
法
制
を
作
る
の
で
あ
る
と

す
る
ο

さ
れ
ば
、
そ
の
法
は
常
託
、
ハ
宇
宙
の
・
白
川

mm現
法
と
、
一
段
ち
に
合
致
し
て
〉

絡
釘
伎
を
特
び
る
が
故
民
、
入
管
を
以
て
、
損
袋
し
得
ね
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

と
の
放
に
、
韓
非
の
法
思
想
の
桜
祇
に
あ
る
雲
仙

i
i換
言
す
れ
ば
、
か
れ
の

思
惟
の
根
抵
理
念

i
lは
、
・
自
然
持
…
Mm
怖
に
誌
や
ノ
く
「
道
」

i
i
s部
ち
、
字
・
宙
恐
法
も

乃
豆
、
寓
物
流
線
推
移
の
涼
環

i
iと
、
鱗
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

問
、
結
論

思
う
に
、
間
然
の
一
紳
秘
に
驚
授
の
心
を
生
じ
も
自
然
の
力
比
山
一
一
一
一
一
心
敬
の
念
を
抱
い
た

中
間
中
点
代
人
の
心
は
、
そ
の
ま
ま
、
自
然
信
仰
心
と
化
し
、
-
間
以
然
引
法
制
川
氏
人
生
の

規
範
性
、
を
見
出
だ
し
た
の
で

b
る
。
が
吉
次
い
で
分
れ
て
、
一
は
、
自
然
法
却
に

人
間
内
部
部
性
に
議
や
〈
総
務
的
道
接
的
規
絡
を
関
一
怒
さ
せ
た
結
果
、
吉
代
聖
王

の
一
跡
に
、
不
畿
の
理
念
を
見
出
だ
し
、
一
は
、
告
祭
出
活
符
そ
の
ま
ま
に
、
純

-R然

強
制
川
町
川
理
念
と
殺
じ
た
結
糸
、
高
物
流
特
の
棺
に
漆
惣
い
を
見
出
だ
す
よ
う
托
左
つ

母

の

色

に

i
特
に
上
野
鶴
番
諮
本
を
中
心
と
し
て

i

序

た。

ζ

の
溺
理
念
は
ー
や
が
て
叉
、
前
者
は
ベ
化
俗
」
の
立
場
の
理
念
と
怠
り
、

後
者
は
、
「
従
俗
」
の
立
場
の
組
念
と
友
っ
た
。
と
れ
は
先
茶
政
治
思
恕
の
悲
調
怠

る
が
故
江
、
大
多
数
の
戦
闘
諸
子
の
思
惟
に
し
て
も
と
の
前
理
念
の
い
ヂ
れ
か
に
、

根
抵
を
、
お
か
ね
も
の
は
泣
い
、
と
の
一
陶
者
は
、
も
と
も
と
、
同
じ
く
自
然
法
加
に

裂
し
た
も
の
で
る
る
故
、
と
の
弱
者
に
茶
一
殺
を
お
く
問
料
、
り
、
全
て
、
自
然
法
に
基

ヂ
い
て
い
る
と
断
言
し
得
る
の
で
る
る
。

韓
非
の
思
惟
は
、
後
者
、
即
ち
「
従
俗
」
の
純
際
、
に
あ
る
も
の
で
、
特
に
、
政

令
扶
勢
と
、
後
遺
せ
る
諸
思
想
と
の
影
響
も
あ
っ
て
、
そ
の
色
彩
を
顕
著
に
し
て

い
る
。
と
の
黙
に
立
て
ば
む
そ
、
か
れ
の
法
思
認
は
も
儒
家
的
自
然
法
と
も
格
問
地
〈

り
も
法
賞
一
段
主
義
と
も
扶
別
し
、
か
れ
の
露
見
法
に
総
針
性
が
あ
る
の
で
あ
る
む

従
ヴ
て
叉
、
そ
の
震
定
法
に
自
然
法
が
そ
友
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
こ

に
叉
、
法
む
構
造
花
機
械
的
結
合
が
止
な
さ
れ
る
と
一
一
一
一
円
う
中
間
出
政
治
思
想
溺
持
の
法

斑
訟
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
(
一
九
五

O
E
六
、
一
七
、
稿
)

〔註〕
(

一

)(一一)
(
五
)
(
七
)
(
九
)
(一一一)

(

一

G
)

(
毘
)

Lミ

て

(
六
)
(
八
)

田

中

耕

太

郎

氏

著

「

法

家

一

ご

貝

同

右

一

七

@

一

J

八
支

同

右

七

九

頁

向

者

一

二

九

頁

同

右

五

入

@

七

O
頁

摂
本
誠
氏
箸
勺
上
代
支
那
法
制
の
研
究
」
(
刑
事
第
)
一
八
七
笈

向

山

一

右

一

八

八

一

見

内
外
の
諸
法
哲
訟
警
の
法
の
構
透
論

西
宮
一
郎
氏
箸
「
践
の
意
如
意
と
そ
の
橋
治
'
一
、

/
糸
夏
次
的
郎
氏

梁
防
げ
超
氏
著
寸
先
素
政
治
思
想
-
史
s

一

援

一(19 )ー

健

一七一良

一
四
八
頁

中
認
一
音
韻
壌
に
於
い
て
一
菅
形
の
復
原
が
第
磁
の
局
的
で
あ
る
と
去
う
前
提
が
許

さ
れ
る
友
ら
ば
、
五
口
々
一
審
議
を
取
り
扱
う
も
の
に
と
っ
て
は
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏



が
中
古
一
音
復
原
の
際
に
直
接
佼
用
し
得
る
材
料
と
し
て
奉
げ
た
三
つ
の
う
ち
特
区

中
ぢ
一
音
以
前
の
中
関
一
訪
日
月
の
一
端
を
止
め
て
い
る
と
い
ふ
お
で
高
く
詳
僚
さ
れ
た

白
木
漢
字
音
に
就
い
て
の
徹
底
的
立
組
織
的
た
研
究
の
結
果
を
、
有
力
友
材
料
と

し
て
用
い
る
べ
き
は
多
一
一
一
同
を
ま
た
お
u

し
か
し
漢
字
音
民
放
い
て
の
休
系
的
研
究

は
築
許
は
寡
m
仰
に
し
て
未
だ
と
れ
を
閣
か
ね
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
中
間
一
古
川

近
世
音
に
就
い
て
の
有
力
友
資
料
た
る
院
佐
官
に
就
い
て
は
、
極
め
て
少
な
い
現
獄

で
あ
る
ο

(
註
1
)
元
来
、
中
閣
話
一
日
日
に
於
け
る
務
化
に
は
大
別
し
て
留
期
あ
る
如

く
忠
わ
れ
る
。
一
つ
は
照
代
一
官
邸
ち
上
古
一
音
で
あ
り
、
二
期
は
切
一
訟
の
一
示
す
中
古

一
菅
で
あ
り
、
三
期
は
宋
代
か
ら
の
近
世
一
山
円
で
あ
り
、
四
mm
は
現
代
一
工
ぼ
で
あ
る
。
し

か
し
て
、
中
古
一
官
は
一
旋
九
氏
の
復
原
一
昔
を
も
っ
て
仮
設
で
き
る
と
し
て
、
そ
れ

以
降
の
宋
代
か
ら
元
一
初
に
か
け
て
の
近
世
音
の
研
究
は
、
中
間
関
に
於
い
て
も
一
背
佼

決
定
を
試
み
て
を
る
研
究
は
級
め
て
沙
友
い
獄
態
で
あ
る
0
(
註
2
)

近
世
一
出
向
の
研
究
に
は
宋
@
元
に
成
っ
た
一
韻
時
一
一
号
沼
間
協
の
研
究
を
悲
礎
作
業
と
す
る
と

と
は
一
一
出
口
う
ま
で
も
訟
い
所
で
争
る
が
、
我
が
開
花
停
訴
さ
れ
る
忠
一
す
ほ
日
本
一
訪
の

一
町
内
韻
組
織
に
照
ぃ
除
し
て
多
分
に
修
形
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
、
宋
代
一
背
棋
の
具

体
的
苦
伎
を
知
.
る
ょ
に
女
主
む
資
料
を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
d

こ
L
K
取
り

上
げ
た
「
略
部
」
み
な
る
部
撃
は
残
存
せ
る
最
古
の
唐
一
音
資
料
と
忠
わ
れ
る
。
市
し

て
此
の
番
は
、
幸
い
上
野
協
書
館
に
習
室
本
と
し
て
上
卒
整
@
下
手
穫
の
二
部
の

み
得
本
で
停
え
，
ら
れ
る
が
、
そ
の
臭
骨
折
に
は
、

「
弘
安
二
年
卯
山
思
認
発
」

と
あ
る
か
ら
、
大
位
凶
民
一
二
七
九
年
間
以
の
沼
木
と
厄
わ
れ
る
。
同
詳
の
形
式
は

犬
略
次
の
如
く
た
っ
て
い
る
。
先
づ
各
一
綴
字
を
十
二
部
門
に
そ
の
意
味
上
か
ら
分

類
し
て
ゐ
る
。
十
二
部
門
は
友
の
通
り
で
あ
る
。

乾
坤
川
一
時
候
門
二
気
形
門
三
文
徳
内
問
能
川
設
問
リ
五
生
純
門
六

食
服
門
七
器
財
門
八
光
彩
門
九
，
数
境
内
十
日
出
抑
門
十
一
復
局
門
十
二

部
し
て
こ
れ
ら
分
刻
さ
れ
た
各
文
字
の
右
惑
に
m
m
a
M
日
友
議
花
校
港
一
す
(
渋
苛
@
兵

一
抗
日
〉
を
記
入
し
て
あ
る
の
が
認
別
と
友
っ
て
い
る
。
上
手
控
十
五
均
以
下
平
一
昨
十
川

誠
、
計
二
十
九
慣
と
た
っ
て
い
る
口

ζ

の
「
略
誤
L

の
系
統
は
未
だ
詳
ら
か

K
さ

れ
て
み
お
ら
ぬ
が
、
向
井
氏
に
よ
れ
ば
、
(
註
3
)
と
れ
よ
り
約
十
数
年
後
の
嘉
元
四

年
に
(
註
4
)
虎
関
陣
鎮
の
手
に
た
ク
た
来
分
部
時
が
あ
る
が
、
そ
の
体
裁
並
び
に

内
容
は
、
文
字
の
排
列
法
が
(
註
5
)
三
主
に
な
っ
て
ゐ
る
外
は
殆
ん
ど
一
致
す
る

熱
か
ら
来
分
額
略
と
関
係
の
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
勿
論
他

の
汚
設
と
招
待
。
て
決
定
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
た
お
同
氏
に
よ
れ
ば
、
川
似
合
一
円
安
古

224賂
認
、
古
制
時
誤
‘
，
聯
珠
誤
断
、
京
都
府
立
阿
川
町
一
門
小
山
本
府
民
、
鈴
時
一
服
、
東
京
大

島
十
本
海
殻
誤
略
等
が
あ
る
出
で
あ
る
が
、
と
の
外
に
も
、
東
洋
介
入
応
本
、
東
京
文

理
大
仁
和
寺
本
等
、
数
種
の
向
系
統
の
尚
一
仰
木
並
び
に
古
刊
本
が
心
行
花
す
る
d

併
し

い
宇
れ
も
、

ζ

れ
ら
は
虎
関
部
錬
の
来
分
領
時
の
踏
襲
で
あ
る
黙
か
ら
、
年
代
的

に
は
嘉
一
冗
四
年
前
を
出
た
い
も
の
で
あ
る
。
(
設
6
)
故
に
と

L

に
と
れ
ら
一
村
山
本
中

最
も
年
代
的
に
は
古
い
官
仰
木
「
略
訟
」
の
唐
一
ザ
標
記
に
つ
い
て
考
祭
し
て
み
た
い

と
芯
う
。
伶
そ
の
全
面
的
研
究
は
後
日
に
譲
る
こ
と
と
し
、
と
L

で
は
一
昨
川
町
が
如

何
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
か
を
特
長
的
屈
に
限
っ
て
簡
単
に
流
行
へ
る
。

ヘ

ー

)

一

民

母

ク
y
ウ
ソ
ク
ン
ウ

γ
ア

ウ

ウ

ウ

タ

ク

ク

ク

イ

ウ

ジ

ィ

P
イ
ア
ィ
ア
イ
ク
イ
タ
・
4
0
V
イ
ア

y
Hノ
Y
7
y
ア
ソ
ア
ソ

γ
ソ
ア
ゾ
ヲ

y

p
ソ
ロ
ソ

紅
挟
洪
汚
降
潟
初
拐
糊
餓
糊
筏
翻
治
決
私
一
弘
蚊
回
調
戎
何
一
布
袋
純
一
け
翰
紋
丸
完

ア
γ
v

一γ
ヱ

シ

ミ

ア

ラ

功

ノ

3

7

ア

ア

p

ア
ア
ウ
口
y
s
y
v
ウ
ア
ン
ロ
ン
イ
γ
イ
ン
・
ペ
ノ
イ
ソ
ア
ソ
ア
ン
ア
ュ

問
問
交
正
波
別
荷
何
和
誠
一
援
蝦
昨
一
誠
一
行
皇
賞
玄
小
山
小
笠
予
刑
弘
炎
担
問
但
し

キ，
A
1

キ
イ
キ
ィ
ア
ウ

渓
舵
蕗
山
浪

路
一
加
に
於
け
る
一

m母
の
擦
一
山
日
は
ア
@
ワ
行
及
び
一
郊
に
力
行
一
出
向
が
残
っ
て
い
る

し
か
し
て
ア
行
e

ワ
行
襟
一
戸
内
は
大
閥
次
の
如
き
相
違
附
仰
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
と

芯
わ
れ
る
。
即
ち
ア
「
打
者
は
関
口
部
e

ワ
行
一
戸
日
は
合
口
前
の
、
文
字
に
到
し
て
用
い

ら
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
ο

し
か
も
、
と
れ
ら
ア
@
ワ
一
行
襟
行
は
、
こ
の
略
叫
に

於
け
る
模
一
戸
時
の
母
胎
と
た
っ
た
原
す
の
一
似
母
の
航
態
を
反
以
し
て
い
る
も
の
と
必

わ
れ
る
。
部
ち
と
れ
ら
の
俵
名
音
ア
@
イ
e

ウ
@
?
ワ
@
ヲ
、
は
夫
、
々
一
似
母
の
次
氏
来

る
介
す
乃
査
は
母
音
を
反
映
し
て
い
る
と
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
一
似
品
り
が
桜
め
て

微
弱
に
後
一
出
向
せ
ら
れ
て
沿
っ
た
で
あ
ら
う
と
と
が
想
像
せ
ら
れ
る
。
関
み
に
館
一
一
川

任
(
「
現
代
兵
一
試
問
的
研
究
L
)
托
よ
れ
ば
、
(
註
7
)
関
口
訟
の
場
合
、
杭
州

P
F
I
誌
今
一

日
μ
i

ぷ円陣、

H
H
I
A
口
口
棋
の
場
合
、
洋
平
一

H

V

E

I

員
三
一
げ
(
戸

)u
長
詩
文
ロ

γu

料
パ
撮
日
呼
販
の
場
合
、
u

一
号
一
二
1

間間半一

F
C
)
I
鴨
時
同
町

(
ζ
)ー
と
た
O

て
い
る

一(20 )ー



叉
カ
氏
方
一
古
学
典
に
擦
れ
ば
、

常
時
戸
主

aoぬ

1
2滑
ら
O
ぬ

議
間
関
与
一
円
H
E
m
-
己
批
3
0
m

叫
凶
器
三
よ
い
い
務
£

滞
日
間
三
一
ょ

lr紫
色
ぬ

以
下
各
一

m母
字
に
就
mv

て
も
同
様
「
丘
を
も
っ
て
棋
脅
し
て
い
る
。
と
の
襟
苦

は
丁
度
現
代
兵
務
方
法
問
の
1

げ
に
詰
る
も
の
で
、
(
註
8
)
カ
氏
は
存
務
取
一
政
音
。

と
の
音
は
呼
気
の
よ
り
強
い
、
そ
し
て
よ
り
別
総
な
流
出
と
い
ふ
結
だ
け
母
一
日
間
と

直
別
さ
れ
る
。
山
口
山
什
門
戸
日
と
し
て
の
み

i
母
音
の
前
で

i
存
す
る
の
で
、
中

関
一
時
方
一
一
一
一
向
に
就
て
は
、
母
一
四
日
の
始
め
に
於
け
る
一
一
組
の
〈

ω
汁

吋

O
m
w
ω
V
と
し

て
記
さ
れ
て
活
り
で
」
の
記
抑
制
で
示
さ
れ
て
い
る
G

例
主
ば
祉
、
仏
@
を
母
一
同
日
の
一
要

素
と
し
て
で
友
く
、
一
つ
の
一
日
間
、
郎
も
有
務
取
一
政
子
一
昔
と
認
め
る
と
と
は
賞
用
に

便
利
で
あ
る
ば
か
り
で
友
く
又
完
全

ι論
型
的
で
あ
る
o
u
と
去
い
、
更
に
、
H

o

は
ほ
〈
方
一
一
一
向
に
存
ず
る
。
例
え
ば
上
海

J
(河
)
H

と
そ
の
例
を
上
海
氏
求
め
て
い

る
。
叉
越
一
光
任
は
前
著
中
氏
h
を
笑
文
の

m
w
v
t
と
類
似
し
て
ι

い
る
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
〔
註
9
)
以
上
の
力
氏
@
越
氏
e

の
設
切
に
よ
っ
て
も
英
語
の
一
似
母
が
微

弱
音
に
泣
か
ク
し
た
こ
と
が
推
測
せ
ら
れ
る
U

故
に
か
1
4

る
一
仰
い
母
の
欣
態
が
百
一
ち
に

次
の
介
母
音
托
反
映
し
て
ア
。
ヮ
行
標
苦
と
た
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
ら

ば
カ
行
一
日
間
は
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
臨
母
は
央
一
出
向
で
は
カ
行
郡
一
日
日

を
週
間
仰
と
し
叉
ワ
行
一
芳
を
そ
の
合
口
字
民
意
て
て
お
り
、
箆
史
的
に
は
ね
蛍
古
い

も
の
を
存
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
1
4

る
中
に
漠
一
音
系
の
カ
行
主
自
の
存
在

は
桜
め
て
不
可
解
で
あ
る
。
郎
ち
一
服
母

g
u似
中
広
偲
に
過

F
ぬ
カ
行
襟
一
苦
が
、

し
か
も
同
一
問
中
の
一
方
で
は
ア
行
一
山
内
で
表
わ
し
他
方
、
万
行
一
音
が
存
在
す
る
こ
と
は

(註

m)
合
後
日
の
考
究
、
を
待
た
ね
ば
左
ら
ぬ
問
題
と
忠
わ
れ
る
。

(
2
)
‘

彼

母

7

フ

J

，

フ

デ

Y

4

7

Y

7

Y

7

Y

7

・J

ピ

忍

認

知

然

強

…

関

蚊

文

穣

関

但

し

徴

賂
識
に
於
け
る
徴
母
に
就
い
て
の
特
長
は
、
バ
行
一
工
日
記
よ
る
標
記
で
あ
る
。
一
花
束

微
母
は
切
韻
時
代
に
は
存
在
し
誌
か
っ
た
が
、

mm
母
に
麗
す
る
語
の
中
、
終
害
一
昔

化
し
た
結
果
で
あ
る
。
即
ち
封
m
@
渉
。
並
母
は
或
る
依
件
の
下
に
f
f
t
v
k時
佐
伯

を
し
た
え
註
円
以
)
と
れ
と
同
校
友
ζ

と
が
明
母
に
就
い
て
も
よ
一
日
い
得
る
の
で
あ
っ
て
、

m
と
怠
っ
た
と
一
広
わ
れ
て
い
る
。
即
ち

B
v
g
v
gぐ
V
1
v
に
な
う
た
の
が
、

現
代
官
託
系
の
微
母
の
発
反
で
あ
る
。
(
註
臼
)
略
殻
に
於
け
る
バ
行
一
日
出
は

V
一以刊の

段
附
を
一
不
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
記
「
現
代
央
詩
的
研
究
」
に
よ
れ
ば
、

彼
母
は
ほ
〈
話
で
は
文
一
一
一
一
口
一
音
V
白
話
首

m
と
た
ク
て
い
る
。
或
は
か
L

る
拙
か
ら
時

ピ

郎
官
は
文
一
一
一
一
口
一
昔
の
系
統
を
ひ
く
も
の
と
云
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
机
し
微
に
釘
し

微
は
、

gvgVHHHぐ
V
ぐ
と
は
別
系
統
の
も
の
と
え
わ
ね
ば
友
ら
ね
。
し
か
し

初
江
方
す
に
て
は
、
白
話
一
以
内
は

m
に
な
っ
て
ゐ
る
放
に
、

ζ

の
呉
例
は
白
話
一
背
を

停
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
3
〉

日

母

シ
ク

y
-
ン

ク

ジ

一

シ

シ

ジ

ン

ジ

y

ピ

ソ

シ

ゾ

シ

ワ

ゼ

ク

ジ

ャ

ク

ン

ヴ

一

ン

ヴ

シ

ゴ

ジ

ジ

ジ

y
H
U
J
J

ゼ
リ
J

吠

茸

見

市

如

儒

人

仁

然

仇

一

来

続

緩

採

採

壬

紅

妊

内

将

略
総
で
は
、
一
般
に
ザ
行
一
す
で
承
さ
れ
、
サ
行
一
背
も
存
す
。
し
か
し
ナ
行
・
九
日
は

全
く
存
し
な
い
。
現
代
央
誌
に
て
は
、
文
一
一
一
一
ロ
訪
日
む
な
N

(

杭
州
〉
に
な
っ
て
お
り
、

白
日
却
す
h
に
な
っ
r

て
ゐ
る
。
と
れ
か
ら
路
市
は
文
一
一
一
一
口
一
背
の
系
統
と
一
致
す
る
こ
と

が
、
う
か
が
わ
れ
る
。

(
4
〉
古
上
一
昔

シ

フ

ン

シ

フ

プ

シ

シ

シ

ン

t
'ソ
シ

シ

ン

知

母

中

忠

知

這

珍

朝

株

後

一(21 )ー

市
…
手

f
e
b
-
-
z
J
t

，
 

シ
ユ
ゾ
・
ン
フ
ソ

業

経

之

支

姿

諸

徹
母:

リハ

y

ン
7

y

-
ン

シ

ウ

七

y

-
ン
y

-

ン

診

」

民

芸

出

見

存

潟

れ
打
一
l

e

A

一
に
ふ
す
ト
t
・

4
4・

充

吹

-

ン

-

ン

-

ン

今

ン

↑
乙
詑
長
刀

4κ
み
す

ι
一
よ
不
L

穿
母

澄
母
シ
ヲ
y

e
ン

フ

ソ

シ

7

y

シ

グ

ザ

ゾ

シ

j

-

ン
j

a一
一

内

主

治

治

澄

呈

沈

.、‘‘

淋
母

lJJI(， ~ 
V-3¥'r. 

衆2

総ご

整
母
f

十
日
上
一
す
っ
知
ι
「
徹
」
「
澄
」
は
古
代
中
附
側
諸
に
於
い
て
は
、
t
@
ピ
@
-
t
の

箪
純
な
破
裂
一
戸
時
で
あ
り
斗
端
」
「
透
」
「
定
」
各
母
と
の
異
な
る
結
は
、
そ
の
誠
一
昔

位
置
が
杓
後
方
に
存
す
る
黙
で
あ
っ
た
。
(
註
お
)
し
か
る
に
、
略
市
民
於
て
は
、

ζ

の
舌
上
一
背
聾
母
「
知
、
徹
、
澄
」
母
は
い
づ
れ
も
五
治
元
日
整
母
「
服
、
穿
、
淋
」

と
同
一
育
に
友
っ
て
い
る
。

L
か
る
に
「
端
、
透
、
定
」
は
全
く
グ
行
一
背
に
一
不
さ
れ



て

η
か
、
或
ひ
は
脱
落
し
て
い
る
。
し
か
し
と
れ
は
、
止
擦
合
口
、
遇
掲
の
如
く

録
件
記
合
致
し
た
も
の
の
場
合
記
は
云
い
得
る
が
、
明
ら
か
に
、
昔
、
宏
子
宮

sw

q
J
5
等
に
た
る
べ
き
も
の
が
、
ナ
行
背
に
友
ク
て
い
る
の
は
い
在
毘
す
べ
き
で
あ

る
。
と
の
と
と
は
、
と
れ
ら
の
文
字
が
二
等
誤
記
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
等
綴

の
牙
咲
音
字
が
後
世
口
誠
一
金
日
化
し
た
事
震
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
と
の
ナ
行
管
襟
詑

も

η
の
口
禁
脅
化
を
一
不
ア
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
左
希
北
部
方
一
一
一
一
口
の
或
る
も
の

で
は
一
一
等
識
と
も
ぽ
を
一
不
す
所
が
あ
る
、
大
問
問
@
一
関
州
で
は
一
段
弔
問
洲
口
字
と
認
識

二
等
の
散
で
は
G・4

記
怠
っ
て
い
る
。
(
一
諮
活
)
し
か
し
て
、
ア

e
γ
e
ヤ
行
に
よ
る
襟

脅
は
qu
の
設
第
を
一
一
小
す
も
の
で
寸
略
誤
」
の
母
胎
で
は
薮
托
と
の
疑
母
段
落
の
現

象
が
始
ま
っ
て
い
た
援
で
る
る
。
た
だ
、
ガ
行
設
日
襟
詑
も
存
す
る
の
左
足
れ
ば
、

段
落
は
未
だ
完
成
し
て
い
た
か
ハ
/
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
8
〉

援

母

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

ク

グ

イ

キ

コ

タ

ジ

シ

タ

y

y

キ

シ

ケ

シ

ケ

ウ

キ

キ

ク

キ

シ

雄
培
搭
藤
搭
犠
希
虚
呼
友
穀
昏
育
数
欣
軒
般
に
菅
輿

己
L

己

ヒ

ヨ

L

じ
h
y
L

、‘3
L

じ

担
し
見
解
勾
究
開
山
禁
-

瑛
一
四
日
@
央
一
昔
の
践
母
は
、
原
則
別
と
し
て
力
行
背
で
あ
る
。
し
か
る
に
「
路
部
ー
一
氏

於
い
て
も
大
停
は
カ
行
一
山
円
で
あ
る
に
不
拘
、
総
く
少
数

K
は
ハ
行
…
出
刊
に
停
え
て
い

る
も
の
が
存
し
、
と
の
黙
に
「
略
韻
」
の
使
館
の
一
端
を
見
出
す
d

右
例
比
一
広
さ

れ
る
如
く
ベ
略
誤
」
の
援
母
は
一
浩
一
娘
一
却
は
わ
次
の
母
一
清

K
依
っ
て
力
行
苦
と
ハ
行
法
問

の
区
別
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
ハ
行
管
に
襟
一
山
内
せ
ら
れ
る
会
字
は
、
多
く

の
場
合
、
合
口
一
一
一
等
識
の
文
字
で
あ
る
e

鎌
倉
時
代
の
ハ
行
詩
の
欣
態
は
、
少
く

と
も
今
日
の

b
憎いデ

M
J
F
h
の
如
く
で
友
く
、
お

w目、
fmv
お
wpm

の
如
く

識
が
一
げ
は
は
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
え
わ
れ
る
日
(
一
一
は
お
)
と
す
れ
ば
、
援
母
ハ
X
〉の

文
字
を
ハ
行
常
〈
f
〉
で
示
す
よ
り
も
力
行
官
(
k
〉
で
示
す
万
が
た
お
趨
切
で
あ
ク

た
で
あ
ら
う
。
た
だ
合
口
一
一
一
等
総
は
介
，
一
品
目
柁
Y
或
は
そ
れ

K
類
似
の
一
以
け
が
推
定
せ

ら
れ
る
か
ら
「
絡
設
の
母
胎
で
は
、
λ

守
口
三
川
町
ザ
熊
の
続
母
は
の
ペ
i
k
…
む
い
と
汚

る
u

因

み

に

の

紋

態

を

見

る

と

、

て
い
る
。ヴ
7

y

h

芦

Y

テ

ワ

ト

チ

γ

場

母

東

端

刀

多

釘

サ

7

y

一fン
ト

ウ

チ

ン

タ

透

母

通

汀

投

添

他

サ

フ

ソ

テ

γ

ト

ウ

タ

γ

テ
ン

定

母

湾

出

頭

淡

泊

以
上
で
明
ら
か
な
如
〈
、
と
れ
ら
の
抗
っ
た
中
間
誇
比
於
て
は
知
ム
憾
み
は

の
一
一
一
母
は
政
ム
マ
体
一
一
一
母
と
近
く
B

叉
務
a

透
ヱ
一
会
百
と
の
間
記
棺
リ
選
結
を
有
し
て

占
お
っ
た
ζ

と
が
捻
関
さ
れ
る
む

mwち
知
。
徹
@
澄
一
一
一
同
町
は
己
托
破
擦
一
諮
問
化
を
起
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
れ
ち
破
務
-
山
内
化
さ
れ
た
知
e
徹
e
w
況
が
宮
本
に
殺
人
さ

れ
た
時
代
は
鎌
倉
時
代
で
あ
っ
た
が
》
チ
デ
ア
ヅ
の
科
雪
は
現
在
一
の
の

g
r
弘子

2
4
q
w
門
ぽ
者
如
く
で
は
ι
な
く
、
む
し
ろ

F
2
L
P
門
山
口
紀
近
か
っ
た
と
一
一
一
口
わ
れ

る
。
(
設
川
崎
〕
放
に
こ
れ
ら
破
擦
一
山
内
化
し
た
「
知
ム
?
澄
」
を
グ
行
よ
り
な
し
ろ
、
γ

ヤ
行
ジ
ヤ
行
に
よ
っ
て
窮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
5
〉

凝

母

ギ
γ
ギ
γ
p
y
h
r
y
キ
キ
カ
力
カ
タ
キ
Y
キ
y
グ
Y
キ
イ
J
q
t
キ
ィ
，
n
，

銀
根
深
一
河
危
葱
茅
限
切
昂
吟
お
好
発
卵
殻

…
間
一
音
治
失
に
よ
る
ア
行
襟
菅

ー

;

ー

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ア

シ

ア

ウ

ウ

ペ

央
銀
時
…
合
搭
折
笠
続
税

局
じ
く
ワ
行
擦
一
諮
問

神

J
Y
ヲ
γ

蒔

J
P
L
P
P
Y

一YH
y
y
p
y
n
y
ゾ

y
'
J

滋
言
説
昭
一
蚊
精
一
悦
枕
経
刑

ヤ
行
椋
一
昔

ヨ内
Y

山
内
ん

然
~
A
Kト
蜘
ゅ
よ
仲
川
、
げ
沼
燦
清
山
山
本
必
ゴ
品
。
;
-
一
一
一
一
一
江
戸
羽
一
2
2
?亡
す

額
波
動
波
仲
介
穿
仰
げ
叶
nm
段
呉
儀
疑
史
疑
成
魚
漁
線
。
探
知
問
迎
牛
吟
れ
減
額

郎
ち
と

L
K
一
役
目
せ
ら
る
べ
き
は
ナ
行
機
一
汗
で
あ
る
。
二
み
に
は
事
ガ
行
汗
ギ
の

探
時
を
一
刊
し
つ
1
4

も
、
数
ナ
行
汗
一
一
が
存
在
す
る
と
と
は
一
班
点
妥
左
こ
と
で
あ
る
ο

即
ち
央
話
万
一
む
の
特
長
と
し
て

i
こ
γ
¥裂
紫
の
直
前
広
於
け
る
口
変
化
の
傾
向
郎

ち

mwvu
存
が
必
ず
る
ζ

と
は
、
ナ
行
誌
の
襟
首
形
式
の
芥
在
を
装
づ
け
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
現
代
杭
州
方
雪
山
口
で
は
、
文
言
汚
の
場
合
記
号
、
ロ
の
二

る
が
、
い
や
れ
も
口
の
場
合
に
の
み

n
に
怠
り
、
抱
の

一(22 )ー

、、Fぜ
て-



議
問
間
半
一

Mq

ト
目
前
官
。

と
の
場
合
に
は
そ
の
特
有
の
合
口
一
性
に
よ
り
s
i

で
示
し
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
し
か
し
、
問
じ
合
口
一
一
一
等
部
で
も
、

β

カ
行
背
で
襟
一
背
さ

れ
て
い
る
。
と
の
異
例
は
如
何
に
説
明
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

の
M
J
r
f
で
一
訴
す
の
は
あ
く
ま
で
近
似
的
で
あ
る
か
ら
、
元
来
日
本
語
に
依
け
て

い
る
と
の
原
音
を
一
本
ず
の

K
勤
務
が
あ
っ
て
、
或
は
力
行
背
で
、
叉
或
は
ハ
行

法
問
で
表
記
し
よ
う
と
し
あ
た
め
か
く
訟
づ
た
の
か
も
知
れ
友
い
Q

-

演
は
同
じ
昨
紘
一
山
は

で
も
吉
く
は
焼
母
は
一
般
に
カ
行
で
表
わ
し
た
の
が
、
次
第
に
合
口
一
ニ
等
織
の
場

合
に
は
ハ
行
で
示
す
よ
う
に
務
っ
て
来
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
続
区
ハ
行
一
音
の

淑
次
h
一
部
羽
化
の
傾
向
が
抜
く
た
る

K
従
ハ
ノ
て
、
ハ
行
脊
が
優
勢
に
放
っ
た
事
は
、

降
。
て
「
小
談
林
略
清
潔
」
(
註
川
〉
の
庶
脅
に
、
ハ
行
で
傑
脅
さ
れ
て
い
る
と
と

ヒ

己

y

b
シ

に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
例
え
ば
、
虚
葉
動
Q

(
4
)

総

議

以
上
桜
め
て
概
略
的
で
は
あ
る
が
ベ
略
誤
」
務
一
音
の
特
徴
的
と
忠
わ
れ
る
黙
を

記
述
し
た
。
一
史
比
一
安
約
す
れ
ば
い
衣
の
如
く
怒
る
。

(
1
〉
一
関
母
は
h
一
山
田
の
反
映
と
見
徹
さ
れ
る
と
と

(
2
)

微
母
が

v
の
段
階
を
強
く
示
し
て
い
る
と
と

(

3

)

持
母
が
也
或
は

z
を
反
紋
し
て
い
る
と
と

〈

4
〉
「
知
、
徹
、
澄
」
一
ニ
母
が
破
捺
一
昔
化
し
て
い
る
と
と

〈

5
V
疑
母
は
口
議
一
音
化
の
場
合
ナ
行
で
一
不
さ
れ
、
叉
投
薬
の
兆
候
の
あ
る
こ
と

(
6
V

践
母
は
合
口
一
ニ
等
誤
記
ハ
行
を
一
不
す
と
と
、

と
の
中
、

(
6
)
は
標
記
上
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
地
は
い
宇
れ
も
母
胎
一
江
田
の

扶
況
を
特
筏
と
し
て
多
か
れ
少
か
れ
反
験
し
て
い
る
。
邸
ち
上
交
で
し
ば
し
ば
引

用
し
た
一
郡
江
方
昔
、
つ
ま
り
央
務
方
誇
一
一
一
一
口
の
慈
母
の
特
色
と
合
致
す
る
こ
と
で
あ

る。

(
1
〉の

h
治
国
は
英
語
の
特
織
を
示
し
、
〈
2
X
3
〉
泣
い
ヂ
れ
も
英
一
訟
の
文
一
一
一
向

昔
、
を
示
し
、

(
4
)
も
亦
も
英
語
文
一
一
一
一
口
音
に
反
し
な
い
む
(

5

)

の
二
等
誤
の
取
扱
い

方
は
精
兵
怒
る
が
、
口
援
一
音
化
し
た
場
合
に
ナ
一
行
を
一
不
す
こ
と
も
英
語
の
特
徴
と

c

o

c

o

c

o

J

 

一
致
す
る
。
か
L

る
窃
か
ら
見
て
行
く
と
「
略
議
」
の
一
不
す
捷
一
同
日
の
母
胎
ぽ
、
信
仰

本
の
年
代
と
、
立
と
れ
ら
賠
一
羽
田
を
用
ひ
た
古
臨
済
曹
洞
宗
の
槌
仰
の
往
来
し
た
地

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

効
性
を
考
え
併
せ
て
、
芳
一
会
首
都
臨
安
、
郎
中
川
ノ
杭
…
州
一
地
域
の
脅
を
丘
一
以
じ
て
い

る
と
一
石
え
る
の
で
は
ι
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
、
経
母
上
の
若
干
の
特
徴
で
結
、
論
を
下

す
と
と
は
危
険
で
あ
ハ
/
て
、
訟
母
と
士
ハ
に
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
た
ら
れ
ζ

と
は
云
う
ま

で
も
怠
い
。

(
註
エ
〉
中
山
久
四
郎
博
士
「
倍
音
符
」
(
史
的
般
雑
誌
お
の
立
@
ロ
mm
の
日
l
t
ロ〉

「
渚
一
音
十
八
考
」
(
東
京
文
理
大
紀
要
3
)
「
庶
一
出
向
認
の
研
究
と
共
質
例
五

期
」
(
史
苑
4
の
2
〉

(
註
記
〉
つ
中
原
音
時
間
研
先
」
越
蔭
栄
が
同
著
に
再
構
し
も
ん
一
克
代
志
向
を
え
る
の
み
。

(註
3
)
筒
井
棟
一
世
博
士
「
日
木
漢
字
率
史
」
り
H
U
ω
j
M
U
U

(設
4
)
一
見
事
務
警
の
著
者
、
表
分
譲
略
@
海
寂
時
韻
の
二
種
を
菩
が
小
接
関
介
に
恰
し

た
。
西
紀
二
一
七
八
生
一
三
四
二
死
。
(
向
井
氏
に
よ
る
〉

(註
5
)
表
分
一
様
絡
は
後
堂
、
一
棋
を
一
二
段
に
重
ね
た
る
こ
と
よ
り
一
一
一
章
一
識
の
名
生
宇

位
し
「
路
頭
」
は
文
字
を
ご
一
段
に
て
沼
木
し
、
殻
毎
で
あ
る
。
俗
、
岡
井

氏
に
よ
れ
ば
古
板
楽
分
一
様
怖
も
叉
三
重
誤
の
形
式
を
と
ら
ム
チ
。

(註
6
)
向
井
慎
吾
氏
訟
に
よ
る
。

へ
註
守
)
越
一
冗
任
寸
現
代
央
詩
的
研
究
」
護
母
表

P
M

(註
8
)
越
元
住
「
現
代
央
詩
的
研
究
」

(註
9
)
「
中
閣
議
一
誤
認
ナ
研
究
」
ハ
菜
譲
)
〕
V
H
C
ω

キ
イ
キ
イ
キ
イ

(
註
日
)
「
賂
韻
』
獄
門
前
に
局
す
る
一
仰
い
母
の
宇
中
に
こ
の
例
が
み
ら
れ
る
。
援
峰
髭

ク
イ

イ

グ

ィ

イ

キ

ィ

ラ

シ

コ

シ

コ

シ

ユ

シ

コ

シ

コ

シ

復
携
穏
令
叉
一
子
魂
駒
山
浪
誤
記
於
い
て
も
同
校
。
痕
魂
臨
海
託
熔

ケ

イ

グ

イ

グ

，

ペ

口

シ

ヲ

シ

ラ

ュ

一

フ

シ

ア

シ

{

ヌ

〉

(
註
江
)
「
中
関
一
背
一
割
綿
製
研
介
」
匂
戸
ぺ

!
μ
5
0

ハ
a
〉
撃
母
j
化
(
語
表
的
三
等
)

(
b
〉
整
母
後
街
路
着
一
儲
ロ
ハ
W

〉。

と
れ

K'お
し
て
、
五
欝
如
は
議
開
会
口

(
J
F
C
・
戸
市
N
U
〉
の
一
八
、
七
京

区
議
客
一
同
日
化
の
録
件
を
ニ
ク
論
字
。

〈
」
〉
経
時
九
月
、
市
介
一
日
間
鶏
絞
後
弘
之

i
汐
;
、
非
前
純
者
組
介

le--、

一(23 )ー



円、
設設設
Jot 1，) ょ乙

''-'弘J 、ザ'--'

('， 

、J

此
介
一
背
之
後
路
…
伺
中
一
五
郎
日
之
絞
細
J

一Ah
一筑後一克一泊円。

)
り
た
ち

ihhM5

一
背
後
考
」
ハ
の
・
J

戸
J

戸
ペ
∞
i
i
M
V

長
訟
に
の
研
究
」
ハ
巧
N
C

∞i
N
G
U〉

)
匂
説
。
i

N

g

}吾

小

説

椀

毅

俸

の

一
、
批
合
的
制
約
の
向
題

一
舷
曾
背
景

椀
毅
俸
は
唐
代
停
脊
小
訟
の
中
で
も
紳
棋
は
小
説

K
麗
し
(
設
工
)
、
若
い
務
総
…
生

と
箆
女
と
の
交
渉
を
物
詩
る
作
品
と
し
て
芯
く
か
ら
議
ち
れ
て
い
る
。
司
会
第
三
九

八
四
字
よ
り
成
り
へ
註
2
)
川
軒
代
停
奇
小
説
の
中
で
は
最
も
長
篇
の
部
類
花
属
し

て
い
る
。
例
数
俸
は
他
の
沼
常
沼
代
偉
奇
小
設
と
呼
務
せ
ら
れ
て
い
る
作
品
群
と

問
機
托
現
代
の
小
訟
の
範
暗
記
入
れ
る
一
挙
は
難
し
く
、
む
し
ろ
創
作
性
の
僅
か
に

認
め
ら
れ
る
物
詩

ω
V
0
3
Z
2
Mー
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
へ
設
3
)
。
そ
の

非
創
作
的
部
分
と
い
う
の
は
、
主
と
し
て
話
時
の
杭
台
記
於
け
る
俗
信
民
法
く
設

需
的
部
分
で

b
っ
て
、
創
作
的
部
分
と
い
う
の
は
、
作
背
の
明
ら
か
に
致
拐
し
、

楠
潟
を
設
や
か
托
し
、
様
成
を
新
た
に
し
た
と
想
後
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
問
問
一
ち

柳
殺
体
は
宇
一
れ
自
殺
完
全
怒
る
…
偲
の
創
作
で
は
な
く
し
て
、
営
時
の
果
関
紀
行

わ
れ
た
設
泌
を
基
礎
み
し
て
そ
の
上
托
作
者
の
援
物
が
施
さ
れ
て
完
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
院
内
代
体
奇
小
説
に
は
柳
殺
俸
の
如
く
説
話
的
内
容
を
援
幹
、
と
し
て
棒
成

せ
ら
れ
た
作
品
群
の
他
花
、
史
停
を
中
心
と
し
専
ら
紅
A
W
的
地
佼
の
い
人
物
の

裂

回

生

活

を

措

く

も

の

、

部

ち

史

簿

的

形

態

を

攻

勺

の

め

現
し
た
男
女
間
の
愛
踏
の
安
渉
を
主
題
と
し
て
そ
の

あ

、

す

べ

い

散

脅

的

制

約

ヘ
註
国
)
新
一
村
山
山
博
士
著
つ
関
諾
に
於
け
る
F
E
溺
丘
一
日
の
過
渡
期
(
東
涜
誇
原
誌
〉

参
照

へ
註
げ
)
無
子
一
一
泊
遺
志
の
撰
G

古
臨
済
曹
洞
系
管
普
を
侍
ふ
。
有
坂
博
士
「
閣
誇
音
韻

史
の
研
究
」
所
牧
プ
議
経
の
唐
音
に
反
政
し
た
鎌
倉
時
代
の
獄
態

'円安照。

子
仇

b
ノ

の

考

察
内

出

矢立

也

問
附
し
て
い
る
事
は
最
も
蛍
時
の
倫
理
観
に
制
約
さ
れ
る
一
部
ー
が
友
く
振
舞
っ
て
い

る
か
の
如
き
愛
懸
の
物
語
に
於
て
す
ら
も
容
易
民
想
見
す
る
一
惑
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
そ
の
強
留
な
る
一
位
舎
的
制
約
と
は
、
小
訟
手
到
す
る
中
間
出
入
の
古
代
よ
り
の

幾
ら
ざ
る
批
判
的
態
度
と
関
心
に
よ
る
も
の
の
他
夜
、
唐
代
特
有
の
一
杭
食
欲
態
の

及
ぼ
す
影
響
を
意
味
す
る
¢
で
あ
る
。
柳
毅
博
と
い
は
み
グ
庶
代
停
奇
小
設
の
作
品

群
は
、
現
代
小
設
の
伊
く
作
者
の
自
己
告
白

K
よ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
或
る

事
件
の
時
間
的
抗
認
に
始
移
す
る
認
が
多
い
銭
比
、
そ
の
展
開
さ
れ
る
事
件
の
素

材
と
怠
ク
た
現
象
的
諮
要
素
(
人
物
、
場
所
、
行
錦
、
風
俗
ー
脅
慣
等
〉
は
必

然
的
記
泣
舎
約
制
約
ハ
…
枇
合
的
建
徳
獄
、
忍
潟
、
晴
好
等
〉
托
郎
賂
せ
ざ
る
を
得

友
い
依
態
民
在
。
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
と
に
述
、
べ
る
柳
毅
体
や
共
の
他
の
榊
罷

小
詑
群
の
如
く
現
質
的
比
段
到
底
生
記
し
得
、
な
い
様
友
荒
ぽ
無
稽
友
一
事
件
の
文
京

が
常
時
承
認
さ
れ
て
物
語
ら
れ
、
し
か
も
後
世
記
講
談
へ
註
4
)
と
し
て
或
は
戯
曲

と
し
て
設
展
し
傍
え
ら
れ
る
に
到
っ
た
事
授
は
如
何
な
る
可
能
性
托
恭
づ
く
も
の

で
あ
ら
う
か
G

そ
れ
は
営
時
の
人
士
の
そ
の
級
友
非
現
史
的
、
た
事
件
も
或
は
起
り

る
と
い
ふ
信
仰
と
、
或
は
そ
の
物
誌
の
中
に
抗
お
さ
れ
て
い
る
人
物
の
行
議
や

と
mmハ
球
の
護
生
の
後
押
が
な
け
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
事
で
あ

の
へ
の
信
仰
は
た
だ
一
知
人
民
よ
っ
て
も
抱
か
れ
ね
る
が
、

し
て
世
記
問
わ
れ
托
は
開
校
な
信
仰
が
い
批

K
世
間

一(24 )一
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